
         2024年 4月 19日（金） 

① アーム 

フィラデルフィア半導体株指数が▲1.66％と続落。 

アームも▲2.45％と続落。 

いよいよ半導体関連銘柄の大幅調整が本格的に始まりました。 

 

 



② 純金・純銀 ETF     ※参照：日経電子版 

 

東京証券取引所は 17日、金や銀の現物価格に連動する上場投資信託（ETF）の取引で投資家に異例の注意喚

起を促した。中東情勢の緊迫化などで騰勢を強める金価格に着目した資金が ETF に流入しているが、裏付けと

なる資産との乖離（かいり）が拡大している。金への投資需要に対し、ETF 側で現物の手当てが追いつかなくな

る懸念もある。 

 

東証が注意喚起したのは三菱UFJ信託銀行が運用するETFの「純金上場信託（現物国内保管型、1540）」と「純

銀上場信託（現物国内保管型、1542）」だ。東証で取引される ETF の市場価格と、1 口あたりの純資産額に当た

る基準価格の乖離が足元で急拡大していることが理由だ。 

 

三菱UFJ信託銀としては現時点でETFの取引停止を「想定していない」としている。だが、市場では「想定を超え

て市場価格が上がっており、現物が手当てできない状況に追い込まれる可能性もある」（国内証券の商品アナリ

スト）との声がある。中東情勢の緊迫化や円安で盛り上がる金投資ブームに思わぬ落とし穴がある可能性にも

身構えておく必要はありそうだ。 

 

 

 

 



⇒ この記事から何が想定されるのでしょうか。 

それは、4年前の原油 ETF と同じように、 

「基準価格より ETFの市場価格が下がる」  

「下がった後、一転 2年ほど上昇・連動しなくなる」 

ということです。 

4年前から申し上げておりますが、現物の金・金貨にシフトされることをお勧めします。 

 

 



 

 


